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☆この用紙は印刷し、2日目の講義に持参してください。
手書きで作成してコピーを取り、6日目に原本を提出してください。　　　　　　　認知症介護実践者研修
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アルツハイマー型認知症
Ⅲa
2
時期不明　変形性膝関節症・白内障
約10年前　右大腿骨頸部骨折（人工骨頭置換術）
約1年前　誤嚥性肺炎
3ヶ月前　誤嚥性肺炎
現在、A老健のデイケアを週3回で利用している。デイケアを利用していない日は、生活援助（調理・掃除に関する支援など）目的に訪問介護を利用している。最近、排泄の失敗で衣服を汚してしまうことが増えているが、その2つのサービスと、近くに住む長女さんの介護によって独居生活を続けている。ご本人は、毎回デイケアでの時間を楽しんでおられる様子だが、帰る際には必ず「今日はありがとうございました。ここへ来るのは今日で最後にします。」と職員に伝えて帰る。長女さんは、これからもサービスを利用して、独居生活を続けてほしいと思っている。
デイケア導入以前は、年々自宅に閉じこもっていることが多くなっていて、活動量が低下していた。
80
不明（確定診断を受けていない可能性あり）
Ⅱb
4
時期不明　高血圧症・変形性腰椎症・難聴
1ヶ月前　左大腿骨転子部骨折
急性期病院で左大腿骨転子部骨折に対する手術を受け、1週間前にA老健へ長期入所した。ご家族から、「ADLが改善しないと独居生活に戻れないため、在宅復帰に向けたリハビリテーションを行ってほしい」という希望があっての入所であった。入所の際、ご本人がどのような希望をされていたかについては、確認できていない。入所後、ご本人からは「早く家に帰りたい」という訴えが多く、夕方になるとエレベーターの前に行くことが多く見られた。
骨折し入院する前は、介護サービスを一切使わず、高齢の夫と2人暮らしをしており、調理や洗濯などの家事もご本人が行っている状況であった。
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